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図2.ハミルトニアン(1)の量子スペクトルのフーリエ変換｡ 運動方程式のスケール不変性か
ら､準位密度のフーリエ変換は軌道の周期の位置にピー クを持つ関数になることが分かるOピー
クの高さが､対応する軌道の準位密度に対する寄与の大きさを表す｡図の下にある矢印は､古典
周期軌道の周期を示すO点線の矢印はdiabatic軌道で､実線がadiabatic軌道を表すOadaibatic
軌道のうち､モード交差点を4回以上通るものは､短い矢印で区別した｡
に一定で､軌道運動は同一平面上に留まることが分かる｡この運動はWKBでのdiabatic
運動に厳密に対応している｡次に､初期のスピンの向きを軌道角運動量の向きに対してわ
ずかにずらした軌道を調べると､スピンと軌道運動との結合によりスピン反転が起こって
いることが分かった｡実際に周期軌道を解いてみないと正確なことは言えないが､トー ラ
スの形との対応からはWKBの adiabatic軌道に対応した運動であることが予想される｡
結論としては､チャンネル結合 WKB理論を用いて量子古典対応を議論するとき､対
応する古典系としてはモード交差点でdiaノbaticに補正された軌道とともに adiabatic軌
道の寄与も考慮する必要がある｡どちらの寄与が重要であるかは､系の性質によって､さ
らには軌道自身の性質によっても異なるであろう｡フーリエ解析の結果から､スピン軌
道結合がある場合のスペクトルは､チャンネル結合WKB法によって定義される古典系
の周期軌道とかなりよい対応を示しており､この理論の有効性を示唆していると言える｡
今後は､adiabaticpathとdiabaticpath-の強度の分布が系や軌道の如何なる性質と関
係 しているのかを考察し､原子核のより現実的な模型における殻構造形成のメカニズム
を調べていくことが重要な課題である｡
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